
議案第1号

令和3年 度 社会福祉法人高森町社会福祉協議会 事業報告

1は じめ に

長期 に渡 る新型 コロナの終息は見 えぬま ま、令和3年 度 もコロナ禍 にお ける事業展 開 とな り、

ボ ランテ ィアセ ンター は通年 コロナ ワクチ ン接種会場 とな り、現在 に至っています。

『デル タ株』 に よる急激 な感染拡大の第5波 と共 に、緊急事態宣言 ・蔓延防止等重点措置 が示

され 、長 野県は、8.月20日 には レベル が5へ と引き上が り、合 わせ て施設 は一般貸 し出 し停 止の

状況 とな りま した。 ワクチ ン接種が高 まる中、年 が明け、変異 ウイル ス 『オ ミク ロン』 の第6波

の感 染拡大か ら、県下 も1月24日 ～3月6日 までの蔓延防止等重点措置 が とられ 、急速 に飯 田

下伊 那地域の コロナ感 染の脅威 を身近 に感 じる事 とな りま した。 当会 も職員感染 を機 とし、状 況

の見極 めの為、通所事業 を4日 間休業 としま した。

介護保 険事業においては、第8期 改定 によ り 『LIFE』 の定着化 に向け、 タブ レッ ト ・ソフ トを

活 用 し、業務の効率化 に向けた取 り組み を始 めた年度 でもあ りま した。

充実計 画の一つ、第三者評 価の受審 においては、事業所別 に多 くの課題 が見 えてきま した。

PDCAサ イ クルの重要性 を認識 し、継続 をす る事 は、サー ビスの質 の向上や 、 ご利用者様 、 ご家族

様 の満足 度 を高 める事へ と繋 がる事。尊厳 と権利擁護 は社協 の使命 と役割 で もある ことを踏 まえ

今後 の事業 を展開 してい く上 で貴重 な機会 を得 た と感 じます。

コロナ禍にお ける各事業は、昨年同様状況 を見極 めなが らの対応 とな りま した。令和2年 度 に

実施 で きなか った介護者 リフ レッシュ事業 は早 々に計画 を立て実行 し、今年度 はフー ドパ ン トリ

ー も新たな取 り組み として展開で きま した。 また 日常生活 自立支援事業 も単独実施 に踏切 り、包

括 ・ソー シャル ワーカー ・ケ アマネ ジャー か らも相談 を戴 き、徐 々に支援者 は増加 しています。

包括 的相 談業務 、ひ とむすびや赤い羽根 共同募金等様 々な事業か ら繋が り広が る支 え合 いを

目指 し、社協の役割 を今後 も深 めて参 りた い と思 います。

当会 の事業運 営にあた りま して、関係 者の皆様 ・各機関 ・町内の皆様の ご理解 とご協力 に深 く

感 謝 申 し上 げま す。

2事 業実績

(1)施設整備等(主 たるもの抜粋)

4月 ・別館西 の間ク ロス張替 12.月 ・1階 身障 トイ レ床の水漏れ修理工事

・総務 プ リンター購入 ・介護用浴槽機器(介 護浴槽 ・搬送車2台)

・ボランテ イアセ ンターパ ソコン購入 購入
・防火 シャ ッター チ ェー ン交換

1.月 ・玄関 ・ホールのガ ラス飛散防止 フィル ム

5月 ・厨房冷蔵庫購入 貼 り

・ボイ ラー室水漏れ修理 ・通所入 り口 ・1階傾斜 路の壁紙張替

・デイルーム洗面台補修 工事

9月 ・介護ケア記録 システ ム導入

・個別援助用計画 ソフ ト導入 2月 ・ほのぼの給与 ・財務 会計のク ラウ ド変更

・タブ レッ ト購 入 ・AED新 機種 契約 更新

11,月 ・いきいき女子 トイ レ暖房便座取替 3.月 ・別館 カーテ ンク リーニ ング

・ふれあいルーム換気扇取替 ・床暖 ボイ ラーのバ ーナー交換

・い きい き女子 トイ レ換気扇取替 ・給湯器 ボイラーのバ ーナー交換

・防水屋根修理工事 ・別館暖房機器取 り換え(町)



(2)車 両 更新 納 車 日

・日本 財 団 車 両(ス ズ キ ・エ ブ リィ)5月27日

・通 所 介 護 車(ト ヨタ ・ノ ア)4月28日

・居 宅(ダ イ ハ ツ ・ミライ ー ス)7月15日

・総 務(ス ズ キ ・アル ト)8月4日

・メ ンテ ナ ン ス リー ス契 約 通 所 送 迎 車 両

(日 産 キ ャ ラバ ン)11月25日 ・(ト ヨタハ イ エ ー ス)12月15日

(3)職 場 内研修 学習会

・7月16日 長野県看護協会:訪 問看護 認定看護 師:患 者 と家族支援 につ いて

・11月17日 、11月26日 消防署:救 命 救急講習

・2月18日 介護 労働安 定セ ンター:リ ーダーに求 め られ る 『統率す る力』&『 委ね る力』

・3月25日 事業所 にお けるコロナ感染対応 の振 り返 り

(4)コ ロナ禍 の関連事 業

・感染対策物 品の購入

検査 キ ッ ド ・マ スク ・眼鏡式 フェイ スシール ド ・予防衣 ・ア ク リル板 ・アル コール ・手袋

ペ ダル式 ゴミ箱

・職場 内の コロナ感染 にお ける対応マニ ュアル作成

・感染拡大地域 の往来 による利用者家族 ・職 員対応

(感染地域 の見極 め ・サー ビス利用検討 ・抗原検 査の実施 等)

・介護 職員抗原検査 の実施　 PCR検 査 の実施

・6月24日 高森 町事 業者連絡会 感染対策

・12月9日 講 義 『コロナ感染対策 の基本』

下伊 那厚 生病院医療安全管理部 感 染対策 室 感染管理認定NS

〈 コロナQ&A　 防護 衣の着脱 〉
・高齢者施設等従事者 のワクチ ン優先接種が7月 か ら開始

・職員 のコ ロナ感染 によ り、通所事業3月3日 ～3月7日 まで休 業

(3月5日 通所職員17名 抗原 検査実施3.月6日 通所職員1名PCR検 査実施)
・3月9日 高齢者施設等の従事者 に対す る新型 コロナ ウイル ス感染症 にかかる検査事業16名 実施

・フー ドバ ンク信州 コロナ対応 子 ども応 援プ ロジェ ク トー食糧支援希望 の小学生家庭対象 一

小学校 ヘチ ラシ配布　 HP掲 載 有線放送 に よる支援協力 のお願い

・8.月22日 、12.月11日 、1.月29日 、3.月5日 フー ドパ ン トリー

ボ ランテ ィア ・お助 けマ ンの協力 にて仕分 け作業

・一人暮 らし、身障協、ボ ランテ ィア、サ ロンへ非 常食米 ・お多福豆 の配布
・フー ドバ ンク実施 と協力のお願 い 有線 ・広報誌(ボ ランティア通信)HP発 信

(町内3店 舗 のフ ァミリーマー ト、町 内住民の皆様)
・生活福祉 資金特例貸付 受付窓 口

緊急小 口資金9(20人)総 合支援 資金8(13人)
・結婚相 談

9.月相談所開設 中止

・リフ レッシ ュ事 業 独 自開催

7月1日 しゃべ らまい会 参加者5名 介護体験談 折 り紙 体操

・希望 の旅

やす らぎ荘2階 にて開催:演 芸 ボランテ ィア2組 に よる催 しと美 味 しいお弁 当 と手作 り小物

入れ のお持 ち帰 り
一人暮 らし高齢者11月22日:参 加 者22人

、11月24日:参 加者15人

障がいの ある方11月26日10人
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・協議体

6月 ・1.月中止

・補助金
、支援金 の申請

〈長野県 新型コロナ ウイルス感染症にかかる介護サービス事業所等に対する継続支援補助金交付 〉

〈県社協 生活福祉 資金特例貸付事務 費交付金 〉

(5)介 護保険事業()… 令和2年 度数値

K介護保 険認 定調査 】

・今年度調査依頼0(0)件

1居 宅介護支援 事業所 】

・介護支援 専門員6名 〈 主任介護支援 専門員3名 兼 務1名 〉

〈主任ケ アマネ更新研修:他 部署1名 ケアマネ更新研修:3名 実務研修:他 部署2名 〉

・受 け持 ち利 用者数:月 平均173(162)件

・ケアプ ラン作成:年 間2 ,081(1,947)件

計画実施状況
・ウイル ス感染状況 によ り、実施状況 の対応 を検討 した

・新規 ケアマネ の育成 について はマニ ュアル作成 を行いたい

・今年度新規 ケアマネ について は経験 もあ り、移行 もスムーズに行 えた

〈会議参加〉
・広域版地域 ケア会議:3回 町事業所連絡会:1回

・町ケアマネ会議:4回 地域 ケア会議:1回 北部ブ ロックケアマネ会議:3回

〈事業所 内のケアマネ情報共有 と困難ケースの心理的軽減 〉

・月1回 の事 業所 内ケアマネ会議 の実施 で情報共有

〈各 自の利用者担 当件数 を増やす〉
・実績 ア ップ にっ なが った

【通所介護 】

・12月21日 指定居宅事業者実地指導

・1日平均利用者数22 .8(24.2)人 〈総合事業除 く〉 延6,962(7,292)人

・稼di動日数305(307)日

・介護 保険改定 によ り、個別機能 訓練加 算報酬額 に上乗せ で加算→8月 よ り算 定

・介護保 険改定 によ り、科学的介護推進 体制加算→10月 よ り算 定

計画実施 状況

〈介護 用 ソフ トの活用 による仕事 の効 率化〉
・タブ レッ ト ・ソフ トを活用 した利用者情報入力 に着手

・介護 用 ソフ ト 『ほのぼのNEXT』 と同タブ レッ ト端末 の活用 に より情報 の重複入力が省 け、

効率化 に繋 がった

〈利用者 の意向 ・趣 味 を考慮 しつつ、身体機能 の維持 に取 り組む〉
・余 暇活動 、 レク レー シ ョンはあ るが、利用者個 々の意 向や趣味 を生かす活動 には至 らず

・利用者 自身の活動選択 の幅を広 げる取 り組 みが必要

〈各機 関連携〉

・担 当者会議 での情報共有 を行 ってい る。特 に傷病処置 に関す る情報 は共有 してい る

〈ボラ ンテ ィア活動 、学 生の受入れ を通 して地域交流 を図 る〉

・通所利用者 と直接接触 しない形 で、継続的 にベ ッ ド消毒 ・シー ツ交換 をお願 い した
・コロナ禍 において福祉活動 自粛 となる ことも多か った

。今後受入れ可能な体制 を考 えなが ら

対応 したい
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1訪 問介言劃
・12月21日 指 定居宅事 業者 実地指導

・年 間訪 問回数6 ,082(7,065)回

計画 実施状 況

〈利用者 の生活 の質 の向上 〉
・個別援助 計画 を個別性 の高い内容 に努 め立案 したが、職員全体へ の周知方法 が不十分だ った

・全 体会 での周 知 を徹底

〈スタ ッフの質 の向上 〉

・全 体会 での研修(勉 強会)を 計 画 したが、 コロナ禍 に よ り、4.8.1.2月 は開催 中止
・倫理及び法令順守 ・災害への備えと対応について ・患者家族の理解 と支援 ・認知症 ・安全運転

救命救急講習 ・事故防止再発防止 ・虐待の内容で勉強会に取 り組んだ

・各 自の研修受講を行い自己研鎖に取 り組んだ

・マニュアルの見直 しと作成に取 り組めた

・誤薬事 故 ・ヒヤ リハ ッ ト(物 品の破損 訪 問忘れ ・訪 問時間の遅れ等)

→ 事故 防止 ・再発 防止 の研修 と注意 喚起 を行 ってい く

・苦情(接 遇 ・隣人宅への車侵入)→ 接遇研修(利 用者 との距離 ・言葉使い等)

〈特定事業所加算算定要件 の状態維持 〉
・加算要件の非常勤職員の定期的な健康診断の実施を行った→継続 していく

<人 材確保 〉
・正 規職(39歳)入 職1名 パー ト職1名(73歳)退 職

〈感染対策 〉
・必 要物 品の支給 マス ク ・フェイスシール ド

(6)総 合 事 業(高 森 町 介護 予 防 ・日常 生 活 支援 事 業)

【い きい き倶 楽 部 】

〈介 護 予 防 と 自立支 援 〉

・健 康 セ ンタ ー あ さぎ り健 康 運 動 指 導 士 に よ る 出張 教 室12月19日 ～12月21日 、12月24日 、12月25日

・柿 丸 チ ャ レ ンジ 利 用 者 全 員

・稼 働 日数253(256)日 ・延 利 用 者 数2 ,735(2,654)人

【やす らぎ荘】

・延利用者数985(925)人

【訪 問介 護 】

・延 訪 問 回数1
,344(1,495)回

(7)障 がい者総合支援法(障 がい の種類 に関係 なく共通のサー ビス利用 が可能)の 訪 問介護

【居 宅介護(ホ ームヘル プ)】
・延利用者数61(59)人

・訪 問回数1 ,339(1,528)回

(8)法 人運営事業

【施設管理 】

・老人福祉 セ ンター ・やす らぎ荘別館

施設利用者名 簿記入 熱発 の有無 を含 めた身体状況 の記録 活動後の消毒 に留意 した使 用依頼

令和3年8月20日 長野県全県 レベル5と なる8月22日 ～9月18日 まで一般 貸出停止

令和4年1月27日 ～3月6日 蔓延 防止等重点措置適用地域1月10日 ～3月9日 まで一般貸 出停止
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・あ さぎ りの郷(地 域交流セ ンター)

令和2年12月28日 ～ 閉鎖継続 中

令和3年 度 は新型 コロナ ワクチ ン接種会場 イ ンフルエ ンザ ワクチン接種会場

・老人福祉セ ンター年間延団体数160(110)

・あ さぎ りの郷(地 域交流センター)年 間延 団体数

・やす らぎ荘別館年間延団体数53(18)

延 利 用 者 数1,657(2,179)人

0(233)人 延 利 用者 数0(1,685)人

延 利 用 者 数514(120)人

1結婚相 談1→ 令和4年 度 包括的相談事業 として対応
・開催 月:奇 数月 開催(9月:県 の蔓延防止重点措置 によ り中止)

・相談者:男 性8〈 母親2人 ・父親1名 含む〉(2)人

・今後 の結婚相談 について相談サポー ター員 と協議(サ ポー ター任期 と今後)7月17日

・町健康福祉課 と今後の事業の検討 会議8月4日

・北部地 区結婚相談幹事会12月1日

・ 『ともキャン』6月(中 止)7月 のお誘 い

・なが の結婚マ ッチ ングシステム リニ ューアル のパ ンフ レッ ト送付

・喬木村 の令和4年4月 のイベ ン トお誘 い

【高齢者 ・障がいの ある方等への支援 】
・こんにちはコール 延 回数305(358)回 対象者:6(6)人

・安心 カー ド(健 康情報保 管容器)配 布 累計699(543)人

・希望 の旅 高齢者 一人暮 ら し11月22日22人11月24日

障がいの ある方11,月24日13人
・独 自リフ レッシュ事業7 .月1日

・絵手紙送付10回340通(年7回206通)

・寿 タクシー利 用者 証発行 高齢者83(82)人

・スマ ホ教室 参加者18人 若者特命係 の有志協力 く 現地2名

667(467)世 帯

13人

障がいの ある方2(10)人

オンライ ン3名>7月10日

【まい さぼ出張所 】
・就労相談 取次25件 相談44件 情報共有、情報提供

まい さぼ との同席相談支援38回 就労 ・家計相談(9回:内 生活福祉 資金 に関す るもの7件)

就 労支援 コロナ ワクチ ン接種会場 ・施設内清掃 の紹介→就 労継続 な らず

【す こや かスタデ ィ ・サポー ト】

・支援対象者3(4)人 協力会員 登録11(9)人

【ボランテ ィア活動 ・住民活動 への参加 と支援 】
・ボ ランテ ィアセンター相談件数16件R2年 度取次件数(85)件

・ボ ランテ ィア保険加入件数 団体 ・個人合わせ て21(30)加 入総数262(253)人

・団体補助金 申請5(9)団 体

・お助 けマ ン登録者92(92)人

・ぼ らんて いあ高森 発行 毎.月1回12回

・お助 けマ ンだよ り発行7月 、9.月、11.月、12月
・お助 けマ ン研修5月14日

・サ ロン開催場所 に出 向 く<ボ ランテ ィアセ ンター につい ての説 明、 日常生活 相談な ど〉
・事業活動への作業依頼 小物作 り、卒業式 の花束作 り、 フー ドパ ン トリー仕 分け作業

・コーデ ィネー ト 〈シー ツ交換 ボ ランテ ィア、フー ドパ ン トリー協力、希望の旅〉
・平和 の折 り鶴つな ぎ7月5日 ～8 .月6日
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・令和3年 度飯伊 ブ ロックボ ランテ ィア交流研修会 高森 町社協 当番

8月18日9月28日 オ ンライ ン会議

2.月16日 冊子制作 『コロナ禍 の今 、できる活動 に 目を向けよ う!』

・令和3年 度飯伊 ブ ロック社協事例検討会

10月4日 実行委員会 オンライ ン11月5日 実行委員会 飯 田市社協 にて

12月9日 事例検討会3事 例 グループ ワー ク さん とぴあにて

1月26日 実行委員会 事例検討 ま とめ オ ンライ ン

(9)地 域生活課題への対応

1包括的相談】
・日常生活全般にわたる相談 〈県 ・県社協 ・受託事業等含むすべての相談総数〉

相談件数612件

相談内容毎にま とめ、必要時は関係機関へ繋いだ

【共 同募 金 】

・共 同募 金 活 動 募 金 総 額1
,845,725円 〈次 年 度 繰 越655円 含 む〉(2,063,432円)

コ ロナ禍 にて 法 人巡 回募 金 ・イベ ン ト募 金 運 動 中止

町 内8事 業者 様 に募 金 箱 設 置

募 金 箱:18,275円

戸 別:1,543,073円 法 人:221,500円

街 頭:18,852円

〈10.月10日(日)パ ー ス 西 口:11,881円,11月14日(日)　 MEGAド ン ・キホ ー テ:6,971円 〉

個 人:11,963円 そ の他:7,619円 職 域:23,788円

・中学 校 卒 業 式 カー ネ ー シ ョン の花 束 を贈 る 卒 業 生137名

・中学 生 全 生 徒 へ 赤 い羽 根 周 知 のパ ン フ レ ッ ト作 成 し配布

・ひ と り親 家 庭 ヘ マ ス ク ・生 理 用 品 準備 と民 生 委 員 の 皆様 へ配 布 協力 の お願 い

・コ ロナ 感 染 対 策 用 アル コー ル 配 布(町 内の 保 育 園 ・小 学校 ・中 学校)

eふ れ あい 広 場 に替 わ る高 齢 者 へ の品 物 配布 に対 す る支 援

・高圧 洗 浄 機 購 入7台

・常備 食 購 入 粥120食 お に ぎ り100個

【日常生活 自立支援事業 】 高森町社 協単独 実施 開始

6月 まで に飯 田市社協 よ り完全移 行 を行 った

・対象者8(3)人

・福祉サー ビス利用援助 ・日常的金銭管理(払 戻 支払)・ 書類 預か り

【食料 ・生活物 資支援 】
・フー ドバ ンク ・フー ドパ ン トリー実施

・10月22日 町 内3店 舗 の ファ ミリーマー トとの契約 によ りフー ドバ ンク開始

・広報 有線放送　HPに よる発信

・フー ドバ ンク信州 コロナ対応子供応援 プ ロジェク ト:小 学校 ヘチラシ配布

・新型 コロナ子 ども ・若 者応援 フ・一 ドドライブ協力 北部 ブ ロック社協へ の周知

・リユース リサイ クルの呼びか け 回収 提供

・エ コキ ャ ップ収集
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(10)災 害時支援体制

県社協　 on-1ine
・防災!一 瞬の判断 と備 え6月8日

・長 野県災害派遣福祉チー ム員養 成研 修6月10日 、11日

・災害救助法 って?被 災者 目線 の災害対応11月10日

・災害福祉簡単マ ツプ実証実験研 修7月16日

・災害福祉簡単マ ツプ実証実験発表2月21日

県社協担 当者 による講義
・共助 の力で地域 の防災力 を高 めよ う3月10日 (民生児童委員会後 町 との協同開催)

・高森町防災会議6月29日

・高森町:防 災対策会 議7月27日

・高森町地域 ケア会議:防 災 ・減災 を 目指 して12月16日

(11)福 祉 学習

【地域応援 隊活動:高 森 中学校 】5月 、6月 、7月,10月

・平和 の折 り鶴 繋ぎ、館 内清掃 、花植 え、 シー ツ交換のお手伝 い等
・認知症 サポーター養成講座 を予定 したが、長野県下蔓延防止重点措置地域 とな り実施 できず

【社会貢献活動 】
・飯 田女子短期大学1学 年1名 受入

【研究活動 】
・愛知学 泉大学家政学部4学 年1名 いきいき倶楽部 にて受入

【高森 中学校福祉体験活動、 コアカ レッジ介護職員初任者研修 】
・新型 コロナ ウイル ス感染状況 に よ り中止

(12)社 協独 自事業

【ひ とむすび事業 】(生 活支 え合いサー ビス)
・利用会員12(4)人 ゴ ミ出 し ・草取 り ・外 出支援 協力会員:登録11(14)人

・相談件数23(14)件

(13)生 活支援体制整備 事業

【協議体 】
・ライブ配信研修 生きがい ・助 け合 いサ ミッ トin神 奈川g ,月1日、9月2日

・生活支援 コーデ ィネ ーターを中心 とした会議 開催10(6)回

・サ ロン開催 時の非接触型体温計 の貸 し出 し

・高齢者 に向 けた地域 生活資源冊子作成

(14)団 体事務局
・身体 障がい者福祉協会

・遺族会 戦没者追悼平和祈念式典11月3日

・コスモ スの会

・高森 町シニア クラブ連合会
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(15)広 報活動
・あったか も り(広 報 高森)社 協 だ よ り掲載4回(年4回)

・暮 らしの110番 パ ンフ レッ ト、情報パ ンフ レッ ト(交 流セ ンターの ワクチ ン接種会場 に)
・ボ ランテ ィア通信12回(12回)

・お助 けマ ン通信4回

(16)社 会福 祉充実計画の実施(1か 年度 目)
・事 業用車 両入れ替 え:サ イ ドリフ トア ップチル トシー ト装着車1台 購入

・事 業用車 両増車事業:軽 二乗用車1台 購入

・事 業用設備 更新事業:機 械浴槽座位 タイ プ1台 ・搬 送車2台 指名入札 にて

・第 三者評価受審事業:2月24日 、2月25日 受審 〈訪 問 ・通所事業所>3月30日 講評
・長 野県 あん しん創造 ねっ と事業加入7月

・職員 の処遇 改善 の充実事業

4月 新規職員採 用、職員処遇 改善(臨 職手 当付与 ・時給 の引き上 げ 全職員賞与)

3組 織

(1)社 協 会 員 数

・一 般会 員2
,477(2,651)人

(2)役 職 員 の状 況

・役 員 理 事8人 監 事2人

・職 員

特別会員107(105)人

評議員14人

(令和4年3月31日 現在)

部門 部署名 正規職員 臨時 ・嘱託 パ ー ト 合計

法人運営部門
総務 ・地域福祉 3 1 1 5

ボ ラ ンテ イア セ ン ター 1 1 0
■

2

介護保険部門

居宅介護支援事業所 2 3 0 5

訪問介護事業所 4 0 8

■

12

通所介護事業所 5 2 15
1

22

いきいき倶楽部 0 1 2 3

合計115181261149
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